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聖書は物語であり歴史である。聖書には事実が書かれている。神はいるのであろうか、という問いに、私

は神はいる、と答える。単純にイエス・キリストを信じているからである。どのようにであるかというと、

例えるなら、空気が空中にあることを信じるように、である。空気は目に見えないが確実に私たちを取り

囲んでいる。そのように神はいるのである。私は幼少期からサッカー、テコンドー、ボクシングなどのス

ポーツをしてきたが、どのスポーツにおいても正しいフォームを最初に学んだ。正しいフォームを覚え

なければいくら練習しても自己流となり、決して上達しないのである。礼拝にも正しいフォームがある。

単なる規則ではなく、神様に近づく正しい心身の姿勢を覚えなくてはならない。目に見えなくても神様

はおられるのである。その神様に正しいフォームをもって礼拝を捧げるときに大いなる喜びがある。私

たちの教会が創立した高齢者福祉施設のみぎわホームでは、毎朝礼拝が捧げられている。礼拝に出席す

る方々は、自分で自分の身の回りのことをすることができない要介護４～５の方たちであり、またノン

クリスチャンの方が多いのであるが、皆さん目を輝かせて讃美歌を歌い、祈りに合わせて「アーメン」と

唱えるのである。信仰者にもそうでない方にも、目には見えない神様が、高齢者の方々を喜びに満ちさ

せ、目に見える形で平和が注がれていることが示される場である。正しい礼拝の姿勢の一つであろう。イ

スラエルは当時ローマ帝国の支配下にあったので、イエス・キリストはローマ帝国のもとに生まれたと

解釈できる。マルコ 2：14 でイエス・キリストの弟子となったレビをはじめとする徴税人は、ローマ帝

国に雇われ、税の取り立てをしていたため、ユダヤ人からは罪人とされていた。17 節「イエスはこれを

聞いて言われた。『医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。わたしが来たのは、正しい人

を招くためではなく、罪人を招くためである。』」。レビはユダヤ人から裏切り者、罪人といわれていた。



ローマの人ではないのにもかかわらず、ローマのために働いていたからである。13 節においてイエス・

キリストは湖のほとりに出て行くと群衆が集まってきた。それで、そこでもイエス・キリストの権威ある

教えが語られた。イエス・キリストとレビは何を機会に出会ったのであろうか。それは、「場所」がもた

らした恵みによってである。キリストとの出会い、それがレビの人生を変える転機となった。私たちにお

いて、礼拝がレビでいうところの収税所のように、人生が変わるチャンスの場であるかもしれない。また

世界の平和のために祈る好機でもあろう。14 節でイエス・キリストは、収税所に座っているレビを見か

けたとあるが、この時に用いられている「見かける」とはギリシャ語でエイドン（＝He saw）である。

ここでイエス・キリストはレビのむなしさ、満たされない深い渇きをご覧になった。レビの内にある孤

独、空虚を見られたのである。レビが徴税人であるということは、彼がアラム語、ギリシャ語、ヘブライ

語ができる人であったことを示している。また、レビという名がもし旧約の時代のレビ族と同じ意味を

持つのであれば、彼は祭司の血筋の人物であり、律法に深い知識を持っていたと考えられる。そうであれ

ば、モーセ五書を信じ、異教の神を決して信じる立場の人ではなかった。そのレビが「立ち上がって（ア

ラスクス）イエスに従った(14 節)」のである。文字化されていない言葉を私たちはこの個所から捉えな

くてはならない。なぜレビは立ち上がったのであろうか。そしてイエス・キリストはどのような形でレビ

に近づかれたのであろうか。礼拝は例えて言うならアートである。礼拝の中に言葉ではなく音楽や美術

の内にある神様の威光を感じるのである。「私に従いなさい」といわれたイエス・キリストの言葉の前後

に真実を見出したいのである。マタイ 9：9－13、ルカ 5：27－32 にも、この、徴税人であったがイエ

スの弟子となったレビについての記事が残されている（マタイとレビは同一人物として捉えることがで

きよう）。レビとはどのような人物であったのであろうか。マルコ 2:15 に列記されている通り、徴税人



と罪人は同格であった。この「罪人」にあたるギリシャ語は、「誤り」、「問題」、「宗教的に罪を犯す(倫理

的罪ではない)」ことを表す語と同じ語である。そのため徴税人であったレビは人々から見捨てられ、ユ

ダヤ人としてのアイデンティティは薄れ、彼の本質は渇ききっていた。そのような中でイエス・キリスト

に出会い、レビは「この方が救い主だ」と信じイエスに従い、のちに弟子となるのである。正しい人とは

どのような人であろうか。イエス・キリストは罪人を招くためにこの世に来られた。罪とは弱さである。

人の心の外に立っているキリストに私たちは出会っているだろうか。キリストと出会うためには心の扉

を開かなくてはならない。レビは収税所の門の前でイエス・キリストが来られるのを待っていたのであ

ろう。そのレビにイエス・キリストは「私についてきなさい」といわれた。ある場所、ある時間において

イエス・キリストに出会い、従えば救われるという信仰をレビの姿から見出せる。しかし順調に物語は展

開しないのである。他の徴税人や友人、律法学者やファリサイ派の人々が周囲にいて、イエス・キリスト

に心を開いたレビの救いの物語を邪魔しようとするのである。ユダヤ教の律法において、徴税人と食事

をすることは許されていなかった。それで 16 節において「ファリサイ派の律法学者は、イエスが罪人や

徴税人と一緒に食事をされるのを見て、弟子たちに、『どうして彼は徴税人や罪人と一緒に食事をするの

か』と言った。」のである。現代において、ヨーロッパのある地方のレストランに行くと、西洋人と東洋

人の食べる席を区別しているところがある。未だ聖書的になっていない現状を見るのであり、イエス・キ

リストの教えに反している世界である。レビは他の徴税人もイエス・キリストと出会うことができるよ

う、あえてイエス・キリストと自分の一対一ではなく、宴会の形で食事をした。徴税人は疎まれる存在で

ありながら、深く物事を考える力があったのである。イエス・キリストの彼らに向けられた御言葉は何を

示しているのであろうか。それは神の愛は人の愛である、ということである。人の愛とは「イエス・キリ



ストに従いなさい」と導くことである。礼拝における正しいフォームとは、空間に奏でられる音楽と祈り

が和音となって、美しさの中に神様の臨在を神様の知恵の言葉の内に感じることである。つまり、礼拝に

おいて現れるすべての事物を通して、イエス・キリストと出会うことである。それがなければ御言葉を悟

ることはできない。聖書を理解し、キリストに真に祈るためには、自ら御言葉を読まなければならない。

マルコ 2:17 の「医者」とは神様のことで、神様のみが人を癒すことができる方であることを示し、「丈

夫な人」とは正しい人、律法を守る人のことである。御言葉を行わない人は神に従わない人であり、律法

を「ただ知っている」人である。人の力ではなく神の御力によって、自分が罪人であることを告白するこ

とができるように求める必要がある。人には不可能なことであっても、二人三人が共に礼拝し祈るとき

に、神様の御力が働いてくださるのである。罪人が嫌われるのは、イエス・キリストが伴っていないから

である。私たちは私たちの真ん中にイエス・キリストがおられることを願い、かつ「我々を憐れんでくだ

さい」と乞い求めるべきである。丈夫な人に医者はいらないと記されているが、実際、丈夫な人はいない

のである。私たち人間は罪人であり、病人であることを素直に認めるときに扉が開かれる。病には絶望や

弱さという問題が伴っている。年を取り、かつ病になると、皆、希望を失い弱くなるものである。私たち

もそのような年齢に至らなければわからないこともあろう。しかし、その時になっても私たちは弱さを

乗り越えることができる。なぜなら、イエス・キリストの愛と与えられた信仰があるからである。絶望で

はなく、希望を持つことができるのである。徴税人であったレビは病んでいたが、しかし、救いを待ち望

んでいた。現代を生きる私たちは、福音書の出来事を昔の教えで終わらせるのではなく、実際に起こった

歴史としてリアルにとらえるべきである。病が癒され、そして、悲しんでいる人が希望に満ちるようにな

ったのはイエス・キリストが彼らに言葉をかけられたからであったこと。「あなたの信仰があなたを救っ



た」という御言葉、これが Key Word となって彼らを救われたのである。イエス・キリストに心を向け

て、「十字架の祈り、喜び、感謝、賛美を私に与えてください」、と祈るときに、イエス・キリストが応答

してくださる。徴税人であったレビが、渇きの内にそれでも希望を捨てず救いを待ち望んだ時に、イエ

ス・キリストがご自身に従うように言葉をかけてくださった、ように、イエス・キリストは私たちが求め

待ち望むときに「私についてきなさい」と声をかけてくださるのである。 


